　2018.5藤咲整形外科医院だより
  初々しい木々の新芽が、次第に緑の色を力強くして行く季節となりました。風薫る5月、日差しの強い日などには、初夏のニュアンスすら感じるころです。
　院のレントゲン機器を刷新しました。これまでの機械は、2004年の開業時から使ってきました。当時、現像液に浸して焼き付けるアナログタイプから、電子情報としてデータを扱うデジタルタイプへの移行期でした。デジタル画像の利点は、データの保存の簡便さ、画像の解像度、濃淡の変更が可能なことなど、アナログにはないことです。コンピューター操作に違和感のない時代の事ゆえ、なんのまよいなく、デジタルのレントゲン装置を導入しました。その装置をさらに改良型に変更したのです。
　入れ替えに当たり、担当業者の若者たちが、螺子を外したりカバーを外したり、指示を出したり応えたり、汗だくです。やはり搬出搬入は、アナログであることだなあと感じました。レントゲン発生口は、レントゲン機器の顔です。日本酒をかけて慰労したものだろうかと考えましたが、搬出は活発に行われ、そうした感傷とは無縁です。この仕事ぶりにはデジタル世代ならではだろうと考えさせられました。
　整形外科にとって、レントゲン写真というものは、診察に必要な大いなる情報源であり、診療の方針を決める決め手にもなります。どのような状況が起きているのか、骨、関節をみるにとどまらず、レントゲンにこそ現れませんが、周囲の靱帯、筋肉、血管、神経組織などに思いを巡らせます。時をさかのぼることはなかなかですが、フィルムの向こうに笑顔をみることができますようにと祈ります。　　　　　　　　　　　　

皆さまお体大切に。
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